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、て函E 鍛え上f霊祭t生2 につに泳と、の誌して月Z粥ゃ業1書か il1
僅主も館宅 夷苧か浅2 れ 、 はたとを大l:=1毛色紅い~！.生令長 い 掛
かーの 地sらもて 微v らっし森1筆2古るが尋Z議曹て ~II 
六 税 生t の見今 、初官 笑3してた演2に宿 十常号所主い iiI 
時ι大Z活喜 一る賓3め をくは こで祭主〈 二小すのる iiI 
間tき中3 梅tと際ごて 禁！＿＇大Zと 生2りぺ 国土皐7日5 ill 
に な、 岸Z、に水2 じ寧fきなれ上ぁに な校t給5 ill 
し出・何種 に妙f観主泳乙 得えろなどてげま ど代tが ii~ 
んこ予ょ模3 もむのら ・り く ぬぬ そたて J
限Eと はの幾T予ょと偉ゐずきか 八 に 、、； の八 市ιJ
りな寸t¥'lh蔦 がし大Z 、 、の月し予ょ友t主要7日5月S街t.J 
にく 主B＇，る悶2心3たな 予よ愉ゅ夜s二 て が並2佼2記e二の 』i
快重し，も 問’を にりるは民言 、十ま家b木eも に干三一’ 』j
査をtて妓含に投まあ 、火。凡1と予ょ七ぬも君i新えは五 分f』i
を川心計協 倒Eじらーのていは 日が危主の滴f二 日Eの r』ヰ
絶Zののれたざ家か前更をふ 1賞与 れか家い枇午 夜J三 』j
叫Z喜主主情をる、るりむに忘宇もに 曇た ～りもーも よ のを ・.JI l 
し のをを大tき危e叩ミれ言2愉ゆ りじ．亦2皆f 大t焼i』を
たあ「起き見今度か 安f頭まて "I:沼快a: が擦や焼？ 火i矢ぶ 』
りらす、て高官 ー者主せが営主な ゲ 潮Zけーけ でし，F 』

の彼まて を骨5得足り有＝ ーとに？寧fす事業：千木？ 汰た E
繁Eはの こ喜善c肉？ ぬし 、官会ょ：見（似持ろるし百的主；流；と E電
し彼Z啄粍ひ ～の戸 、 我；~－B~こて盃まこ航てのの却には 1
トみ宮木？か せ》ni我わは ・の い乞打時μ今川4安 心、思t~, 
を身tの 函Eん tが 、y知L函苦る同主あを代zや去£命Et主こ fえ ] 

「 冶噛唱t：を哀r館毛と 、」f.（新きる館主遁 げ以3と菊退の
『雪ゆ客号感主をす叉2は U 人2に む恥てLなじ罪t一り館E大tが 3ι
d、：：－＝観主だ去’：或あ予よき二♂一 予反含 F と降りき都合同に火品、 1
λ・としがら ると友t人・て》 す館主ぬ鐙tと一 、とを啄 ]i 
樫書かてJ、ん 友t始2をも e百 一 ；？の、設Z共t函空り 【木1-ll 
v いーーと はん多Zな二，・ ,. た予ょをに館零て は、 副
-t種与志＇.i1ι 矛怠￥くか十 A めは喜思告鏡t1ξ根Z F啄 J 
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